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場所／栃木県総合文化センター
結果／芳賀中学校吹奏楽部　打楽器七重奏　金賞

栃木県アンサンブルコンテスト12/26

場所／相模女子大学グリーンホール
結果／芳賀中学校吹奏楽部　打楽器七重奏　銀賞

東関東アンサンブルコンテスト1/29

　授業での鑑賞をきっかけに興味を持った芳賀東小学校の児童らが、
太々神楽に挑戦しました。八雲神社宮比講社の皆さんのご協力のもと、
郷土芸能クラブの6人が、約1カ月練習を重ね今回の披露に至りまし
た。代表児童が舞を披露した後、皆で衣装を身に付け福まきを行いまし
た。児童らの登場に、地元住民からは大きな拍手が送られました。

稲毛田八雲神社で芳賀東小学校
児童が太々神楽披露
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■栃木県社会を明るくする運動作文コンテスト
　最優秀賞　北折　匠さん（芳賀東小5年生、写真左）
■下野教育書道展
　特選　上野　美颯さん（芳賀北小4年生、写真右）

町内小学生各種表彰

　関本一雄さん（上延生）、手塚真さん（下延生）が、栃木
県自治会連合会自治振興功労者表彰を受けました。こ
れは、自治会長の職を長年勤め、自治会の育成や活動促
進に貢献した人に贈られるものです。関本さん、手塚さ
んは、現在も自治会長としてご尽力いただいています。

関本一雄さん、手塚真さんが
自治振興功労者表彰
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問【番組について】企画課情報広報係　　☎028（677）6099
　【加入申し込み】宇都宮ケーブルテレビ☎028（638）8092

「芳賀チャンネル」で町のさまざまな話題を放送中!

芳賀チャンネルの
毎月の視聴料は

無料です！
　芳賀チャンネルを視聴するための初期費用は、
19,800円（税込）です。ぜひこの機会に加入して、
芳賀チャンネルを楽しみませんか。
̶お問い合わせは、企画課情報広報係
　または宇都宮ケーブルテレビまでお気軽にどうぞ̶
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あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見
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芳賀町文化協会会長
駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
瀬戸内寂聴さんの著作を読んで
〝夫や子ども、両親のために私がしてあげている〞それを、尽くしていると思うと腹が立ちますが、
好きで勝手に尽くしていると思うと、腹は立ちません。本当は、好きでさせていただいているのだ
そうです。
　何かをさせてもらえる、尽くす相手がいるということは幸せなことです。いかがでしょうか。同
じことでも、大きな違いが出てきますね。

増渕真由美さん（下高根沢）からの投稿
　私は、芳賀町の小豆でお赤飯を作っています。自然の色で染めた淡い色のごはん
は、一口食べると、ふわっと小豆の香りがして、とても美味しいです。静かな朝の
台所で小豆を煮ていると、あったかな湯気が顔にあたります。「今日も、一日頑張
ろう」母の料理は、そう思わせてくれます。心も体も満たされます。

高松イクさん（下高根沢）からの投稿
　２月２日に、町民会館で「災害時の日赤奉仕団の活動について」と題して、にいがた災害ボラン
ティアネットワーク李仁鉄理事長の講演が行われました。いつ起きるか分からない災害ですが、そ
んな時には「できる人ができることを積極的に、勇気をもって助け合うことが大切」とのことでし
た。先生の経験談を通し、大切なことを知ることができました。
「身を守り共に助けを忘れない」
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鈴木モコさん（西高橋）

高松イクさん（下高根沢）

小池初江さん（東水沼）
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